市議会だより原稿用紙　　（日本共産党）　（石井通春）
↓ここから記入してください。　
標題１：よりよい保育制度の拡充を
（問）親の願いは認可保育園の入所である。本市は待機児童の実数の公表基準を引き下げているが、待機児童の実態を把握できないのではないか。
（答）公表数値を満たせばよいではなく、潜在的保育ニーズを満たす保育定員の確保を目指している。
（問）国の待機児対策に「規制の弾力化」（定員19名以下の小規模保育所の受け入れ枠の拡大）いわゆる“詰め込み”があるが、ただでさえ事故が多い、目が離せない０～2歳児を預かる小規模保育の定員増は保育の質が低下するものではないのか。
（答）定員増でも適正な保育士の配置、子ども一人あたりの面積基準を満たしていることが必要とされ保育の質が低下するものではない。
（問）学校35人学級の時はそうならない。個々の生徒に目が届きやすくよう少人数化に取り組んでいる。小学生が多いから定員を弾力化するなんて話は聞いたことがない。なぜ保育園だと逆の論理になるのか。
（答）具体化になれば子供の安全性の確保向上の点から、施設の管理者に対し、職員の加配を協議する。
（問）保育料が高いのは、国基準額の高さに原因がある。市の差額補填が高額者に厚くなっているが、多くの世帯の層に対し差額補助を厚くすることも検討すべきでは。
（答）志太3市において、総合的な子育て支援策の中で、保育料の基準等について協議し、検討する。
標題２：生ごみバイオガス発電の取組推進を
（問）全世帯生生ごみ分別回収を目標にしている“堆肥化”は、処理施設の受け入れ2万世帯が限度。生ごみバイオガス発電の取組の推進をすべきでは。
（答）バイオガス発電は、分別回収した生ごみを発酵し得られたメタンガスを発電に利用、循環型社会の構築及び再生可能エネルギーを進めるための有効な手段のひとつで導入について検討を進めている。

（問）課題は巨額な建設費や運営費である。だが、それに対する、発電量、ごみ減量による焼却場の建設費用削減などが図られるはずだ。

（答）現時点では効果を具体的に試算していないが、今後、いくつかのケースを想定し、その費用や効果等を具体化して導入可能性を検討していく。
